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退(非熟練化)という従来の主張に対する批判に焦点を当てている。その際、 H. Braverman , 
Labor and Monopoly Capital: The Degradation of Work in the Twentieth Century, 
Monthly Review Press , 1974に端を発する欧米の労働過程論争の批判的整理を踏まえ、生産管理
との関連で労働分析を行っている。
構成としては、本書は、分析の視点(視角)を第 I 部とし、事例研究の実証を第 E部に配置して
いる。その内容は以下の通りである。












する試みである。本書では、二人の論者を取り上げているが(R. Edwards , Contested Terrain: 
The Transformation of the Workplace in the Twentieth Century, Basic Books , Inc. , 
Publishers , 1979, M. Burawoy , Manufacturing Consent: Changes in the Labor Process 


















































































第 4 章と第 5 章は、この会社の賃金体系を分析する。この会社では、 1997年に技能職の職務給を
廃止して、事務技術職と同じく職能資格制度に一本化した。しかし、現場の熟練を評価しないかの
ような職能資格制度は技能職の賃金制度としては安定的なものとはならないであろう。
本論文には、以上の本論のほかに、いわゆる「情報資本主義」を批判的に検討した補論と、日本
鋼管鶴見製鉄所における安定的労使関係の成立過程を分析した付論がある。
本論文の功績は、炉前創業のスケジューリングとそれを支える労働者の熟練の在り方を実証した
ことにある。その実証によって、労働過程論争に一石を投じている。本論文には不十分な点もなお
残っている。第 1 章で基本的な視角として「労働の社会的結合」という概念を打ち出しながらも、
経 4
それが本論文全体に貫徹しているとは言い難L 、。しかしそのことは、日本の鉄鋼労働研究ひいては
労働過程論争に対する貢献を損なうものではない。
よって、本論文は博士(経済学)論文として「合格」と判定する。
経 5
